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Ｃ．研究開発結果 
１．画像 DB 整備に関しては、画像 DB サーバ

を運用し、画像認識に必要な属性を付加した約

5500 枚の画像を収集した。画像登録支援ツール

では、シーン・ランドマーク画像双方の登録、

また、登録ユーザ層拡大のために、画像属性の

簡易登録と詳細登録を行えるようにした。抽出

された画像特徴の可視化も行った。 
また、各研究分担者やその関係者が試用して

そのフィードバックに基づいてユーザビリティ

を高めた。具体的なフィードバックの例を、表

II.5.-1～2 に示す。フィードバックは主に、画面

表示と操作性に関するものであり、表の右端に

○印が付記されている項目については、プロジ

ェクト期間内に改良を行った。 
 
２．視覚障害者歩行支援システムの測位誤差評

価に関しては、各センサの屋内外での特性の比

較を地図上の軌跡、さらには統計的に明確にす

ることができた。また、センサ統合により各セ

ンサ単体よりも優れた測位結果が得られ、実証

ルートにおいて平均 6.7m（標準偏差 5.5）の誤

差での測位ができることがわかった。 
誤差評価結果の詳細についてもう少し詳しく

述べる。 
 

 

 
図 II.5-8 シーン画像の属性 

 

 
図 II.5-9 ランドマーク画像の属性 
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図 II.5-10 １段目：画像のポイント位置（撮影位置）や方向を地図上に示している様子、 

２段目：登録画像（左）とシーン画像認識のために抽出した特徴点画像を確認している 
様子（右） 

３段目：マスク画像の作成例（左）とランドマーク画像認識のために抽出した特徴点画 
像を確認している様子（右） 

 
表 II.5.-3, 4はそれぞれ実証ルートでの歩行に

おける各センサの歩行距離換算でのカバー率と

歩行時間換算でのカバー率を示している。なお、

実証ルートの屋内外比率は、距離換算で、屋内

33%、屋外 67%、時間換算で、屋内 28%、屋外

72%であった。 
図 II.5.-13 は、各センサの測位結果を軌跡と

して地図上に示したものの一覧である（赤：計

測値、緑：参照値）。また、表 II.5.-5 は、各セ

ンサの測位誤差の平均値、最大・最小値、及び

標準偏差を示している。さらに、図 II.5.-14～21
は、図 II.5.-13 で示した各軌跡を拡大したもの

である。 

Ｄ．考察 
１．画像の登録方法としては、登録作業負荷の

さらなる低減が求められる。運用上の課題とし

ては、サーバ維持コスト、登録協力者が増加し

た際の登録情報の信頼性の担保、画像を収集す

る上でのプライバシ保護等をどのように軽減、

解決していくかが課題である。 
 
２．誤差評価を受けての各センサの考察を下記

に述べる。 
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図 II.5.-11 東京駅八重洲近辺の屋内外を含む実証ルート 

 

 
図 II.5.-12 RFID タグの配置図（八重洲地下街） 

 
 


